
添付資料－１５ 

 

温度計の調査結果 

 

 

１．目 的 

  保護管内の漏えい液の液量やその浸入時期を評価するため、汚染が確認さ

れた温度計の先端部近傍の調査を行った。 

 

２．調査対象 

  調査対象は、温度計交換作業において汚染が確認された温度計の保護管に

浸漬していたと考えられる先端部近傍とした。また、比較のため未使用の温

度計についても同範囲の調査を行った。 

 

３．調査項目 

  温度計に対する現品調査項目及び確認内容を表１に示す。 

 

表１ 調査項目及び確認内容 

調査項目 確認内容 

γ線測定による汚染範囲

確認 

温度計が漏えいした液と接触した範囲を推定するた

めに、一定間隔毎に温度計表面のγ線を測定して汚染

分布を特定する。 

外観観察 温度計の外観観察を行い、漏えいした液に浸漬したこ

とにより発生すると考えられる腐食や変色の有無を

確認する。 

表面詳細観察 

 

温度計の表面をマイクロスコープで観察を行い、目視

による外観観察では確認できない詳細な表面状態の

変化を確認する。 

レプリカ採取による温度

計表面の凹凸観察 

温度計にレプリカ材を押し付けることで温度計表面

状態の型を取り、その断面をマイクロスコープで観察

を行い、温度計表面状態を確認する。 

断面ミクロ観察※１ マイクロスコープ・電子顕微鏡で観察を行い、温度計

断面の腐食状態（腐食深さ、脱粒程度）を確認する。

※１：外観観察、表面詳細観察、レプリカ採取による温度計表面の凹凸観察により腐食 

痕跡や変色が確認された場合に実施
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４．調査結果 

４．１ γ線測定による汚染範囲確認 

γ線測定による汚染範囲確認の概要及び測定結果を図１に示す。 

先端～約 30 mm の範囲で 400μSv/h 以上の値を示し、約 30 ～約 100 mm の範

囲で減衰していく傾向が見られた。温度計の抜き取り時に除染をしているた

め、当初の汚染範囲を正確に把握することはできなかったが、接液していた

範囲は温度計先端から約 30 mm 程度の範囲と推定した。 
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 図１ γ線測定による汚染範囲確認の概要及び測定結果 

 

先端～約 30 mm の範囲で 400μSv/h 以上を示し、約 30～約

100 mm の範囲で減衰していく傾向が見られた。 

挿入方向 

先端部 

温度計 



４．２ 外観観察 

温度計現品の外観観察写真（図２ 参照）及び観察結果を以下に示す。 

 

・ 研磨痕※２以外に、腐食や変色の痕跡等の表面状態の変化は確認されなか

った。 

・ 未使用の温度計との比較を行ったが、表面状態に若干の違いはあるもの

の、個体差の範囲と考えられ、未使用の温度計との有意な差は確認され

なかった。 

※２：先端部は溶接付けした後、金属表面が荒れた状態では保護管内に温度計を

挿入しづらいことから、研磨処理を行っている。また、研磨作業について

は手作業で行っているため個体差が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 外観観察写真 
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４．３ 表面詳細観察 

表面詳細観察写真（図３ 参照）及び観察結果を以下に示す。 

 

・ 「４．２ 外観観察」の結果と同様、研磨痕以外に腐食や変色の痕跡等

の表面状態の変化は確認されなかった。 

・ 未使用の温度計との比較を行ったが、表面状態に若干の違いはあるもの

の、外観観察の結果と同様、個体差の範囲と考えられ、未使用の温度計

との有意な差は確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（観察倍率：×200）（観察倍率：×200）

未使用の温度計

研磨痕 

図３ 表面詳細観察写真 
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４．４ レプリカ採取による温度計表面の凹凸観察 

レプリカ採取による断面観察結果（図４、図５ 参照）及び観察結果を以

下に示す。 

 

・ 研磨痕による凹凸は確認されたが、腐食の痕跡は確認されなかった。 

・ 未使用の温度計のレプリカ採取による断面観察結果との比較を行ったが、

有意な差は確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 温度計のレプリカ採取による凹凸観察結果 

（観察倍率：×50） （観察倍率：×200） 

（観察倍率：×50） （観察倍率：×200） 

（観察倍率：×50） （観察倍率：×200） 

レプリカ断面観察位置 

採取レプリカ断面転写された温度計シースの表面

研磨痕 
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 転写された温度計シースの表面

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 未使用の温度計のレプリカ採取による凹凸観察結果 

 

【参考】レプリカ採取～観察までの流れ 
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４．５ 断面ミクロ観察 

外観観察、表面詳細観察、レプリカ採取による温度計表面の凹凸観察の結

果、有意な表面の腐食や変色の痕跡は確認されず、更なる詳細調査を実施した

としても、漏えい液量や保護管内への浸入時期の推定に資するデータが得られ

ないことから、更なる詳細調査は実施不要と判断した。 

 

５．調査結果のまとめ 

温度計の調査結果は、以下のとおりであった。 

・温度計先端から約 30 mm までが高い測定値を示し、約 30～約 100 mm の範

囲で減衰していく傾向が見られた。 

・研磨痕以外に、腐食や変色の痕跡等の表面状態の変化は確認されなかった。 

・未使用の温度計との比較観察を行ったところ、表面状態に若干の違いはあ

るものの、外観観察の結果と同様、個体差の範囲と考えられ、未使用の温

度計との有意な差は確認されなかった。 
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